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月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日 入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

図 書 館 公 民 館図 書 館 公 民 館

ホームページ

「里」短歌会
菊池短歌会
七城短歌会

万句の里俳句会
旭志文芸教室俳句の会

井芹 ☎090（1342）2151
中尾 ☎0968（37）2578

木原 ☎0968（24）0776
安藤 ☎0968（25）4285
佐々 ☎090（2856）8235

テーマ「お月見」

�2�夜、寝る前に読みたい
　宇宙の話
野

の

田
だ

祥
さち

代
よ

／著
　宇宙について学びながら
自分を見つめ直すことがで
きる一冊です。

4�おつきさまのえほん
ふわはね／文  カワチ・レン／絵
　月の満ち欠けを優しい言
葉とイラストで描いた絵本。
読んだ後に、ぜひお月さま
を見上げてみてください。

桜
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ち
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ひろ

／著
�1�満月珈琲店のレシピ帖

　 人気小説『 満月珈琲店 』
の幻想的なメニューを完全
再現。美しいメニューを自分
でも作ってみませんか。

　似顔絵アーティスト・JEROさんに似顔絵のコツを教えて
もらいながら、鉛筆や筆ペンを使って、似顔絵にチャレンジ
しました。顔の特徴を捉えながら描くのは難しかったようで
すが、皆さん思い思いに表現できました。笑顔あふれる穏や
かな時間となり、個性豊かな似顔絵が完成しました。

　参加者は講師の丁寧な指導の下、無理のない動きで姿勢
や呼吸を意識しながら心地よく体を動かしました。「体が軽
くなった」「自宅でも続けてみたい」といった感想も聞かれ、
健康づくりのきっかけとなる有意義な講座となりました。

ケリー・バーンヒル／作
�3�月の光を飲んだ少女

　善良な魔女が、いけにえ
として捧げられた赤ん坊を
育てるお話。何が悪で何が
善なのか考えさせられます。
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●図書館マーケット
　本屋さんや占い、古物、キッチンカーなどが勢揃い！

中央図書館ところ
９月23日㈬㈷ 午前10時～午後3時と　き

●特殊詐欺防犯講座～だまされないために～

旭志公民館 大研修室ところ
９月19日㈯ 午後２時～３時と　き

●秋のフルートコンサート＆おはなし会

泗水図書館
20人（要申し込み）

ところ
定　員

どなたでも対　象
無料入場料

9月27日㈰ 午後２時～3時と　き

図書館に行こう！

７月に開催した主催講座を紹介します！
●楽しい！ 似顔絵講座（全６回、中央公民館）

●ピラティスでカラダを整える パート2
　（全６回、中央公民館）

スマートフォンの基本操作はもちろん、
個別の悩みを解決します。雑談をし
ながら楽しく学べますので、気軽にご
参加ください。要申し込み。

❶泗水公民館 小研修室　❷中央公民館
中央公民館

ところ
申し込み先

❶9月10日㈭　❷10月8日㈭
どちらも午後1時30分～３時30分

と　き

デジタルマスターによる
スマホ講座

「
里
」短
歌
会  

7
月
詠
草

菊
池
短
歌
会  
8
月
詠
草

曾
祖
母
の
語
る
祖
国
の
地
上
戦

　
　
　
　
　
　

少
女
は
綴
る
百
行
の
詩
に

松
竹　

洋
子

数
本
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
を
胸
に
抱か

か

え

　
　
　
　
　
　

わ
た
し
の
影
は
花
束
に
な
る

安
藤　

則
子

葬
送
の
母
韓ハ

ン

服ボ
ク

の
総
シ
ル
ク

　
　
　
　
　
　

気
高
く
輝ひ

か

る
娘こ

ら
の
念お

も

い
は　

宮
本　

淑
子

突
っ
伏
し
て
睡
魔
に
耐
え
る
留
学
生

　
　
　
　
　
　

娑
婆
の
隙
間
で
朝
ま
で
バ
イ
ト
か

小
堀　

久
男

梅
雨
明
け
て
家
族
四
人
で
水
遊
び

　
　
　
　
　
　

笑
顔
の
子
供
ら
夏
が
始
ま
る

松
本　

紗
季

梅
雨
ご
も
る
あ
を
き
時
間
に
冷
え
冷
え
と

　
　
　
　
　
　

我
は
胞
子
を
振
り
こ
ぼ
す
羊
歯

怒
留
湯
健
蓉

テ
レ
ビ
に
て
主
の
好
ん
だ
相
撲
観
る

　
　
　
　
　
　

一
人
居
さ
み
し
画
面
の
前
は

桑
野　

睦
子

ド
ア
ホ
ン
の
子
機
見
つ
か
ら
ず
幾
月
も

　
　
　
　
　
　

大
声
出
だ
す
宅
急
便
来
て

山
田　
　

博

夏
椿
花
び
ら
ポ
ロ
リ
治
療
辞
め

　
　
　
　
　
　

自
然
死
選
び
静
か
な
暮
ら
し

田
中　

遥
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

7
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会  

7
月
句
会

【
俳
句
の
部
】 

優
良
賞

【
短
歌
の
部
】 

優
良
賞

万
句
の
ふ
る
さ
と
菊
池 

（
令
和
７
年
度
）

お
お
き
な
め
ぼ
く
を
み
て
い
た
か
ま
き
り
だ

じ
い
ち
ゃ
ん
の
く
り
が
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
よ

ひ
ま
わ
り
が
そ
ら
と
あ
い
さ
つ
こ
ん
に
ち
は

け
ん
だ
ま
の
も
し
も
し
か
め
よ
と
っ
く
ん
だ

も
み
じ
の
は
赤
く
ち
っ
て
く
あ
る
い
て
た
ぱ
り
ぱ
り
な
る
よ
秋
の
音
だ
ね

夏
祭
り
屋
台
を
ま
わ
る
家
族
で
ね
や
っ
ぱ
り
最
後
大
き
な
花
火

白し
ら

石い
し

結ゆ
い

大と
（
隈
府
小
１
年
）

後ご

藤と
う　

輝ひ
か
る（

隈
府
小
１
年
）

五ご

島と
う

佳よ
し

恵え
（
菊
池
北
小
１
年
）

い
わ
ね
あ
の
ん（
旭
志
小
１
年
）

井い
の

上う
え

も
か（
七
城
小
２
年
）

山や
ま

川か
わ

華か

穂ほ
（
七
城
小
５
年
）

※
学
年
は
当
時

第
21
代
菊き
く

池ち

重し
げ

朝と
も
が
行
っ
た
と
さ
れ
る「
菊
池
万
句
」に
ち
な
み
、市
教
育
委
員
会

で
は
、県
内
や
姉
妹・友
好
都
市
の
小
中
学
校
か
ら
俳
句
や
短
歌
を
毎
年
募
集
し
て

い
ま
す
。
入
選
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
面
の
植
田
に
映
る
空
青
し

厨
房
に
香
り
放
ち
て
胡
瓜
も
み

万
緑
に
包
ま
れ
宮み

や

居い

静
ま
れ
り

雨
止
み
て
赤
と
ん
ぼ
う
の
空
と
な
る

行
く
ほ
ど
に
梅つ

雨ゆ

霧ぎ
り

深
く
な
る
ば
か
り

入に
ゅ
う

梅ば

雨い

や
遠
山
厚
き
雲
活
気

単
衣
着
て
茶
室
へ
の
道
し
ず
し
ず
と

南な
ん

風ぷ
う

や
友
を
案
じ
て
宮
崎
へ

杉
一
本
空
洞
に
し
て
蟻
の
宿

忙せ
わ

し
な
く
推
し
の
団
扇
で
煽
ぐ
シ
ャ
リ

芹
川　

蓉
子

稗
田　

達
恵

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

村
上　

美
代

吉
田　

和
弘

浦
田　

多
恵

宮
本　

敏
子

加
藤　

妙
子

中
路　

郁
子

撮影場所：茂藤里
撮影：広報（令和３年9月）

15 142026 September広報きくち2026 September広報きくち




